
平 成 31 年
３月29日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
農
業
振
興
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
畜
産
振
興
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

山
口
県
補
助
金
等
交
付
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
給
付
金
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

（
財
政
課
）
…
…
…
二

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
委
託
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
指
定
の
解
除
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

基
本
測
量
の
実
施
（
監
理
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了
（
砂
防
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
規
則

山
口
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
六
号

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

農
薬
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
口
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
に
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
に
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
前

段
」
に
、
「
第
八
条
の
」
を
「
第
十
五
条
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

販
売
者
が
県
の
区
域
外
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
個
人
の
住
民
票
の
写

し
二

販
売
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

三

販
売
所
の
位
置
を
示
す
図
面

四

販
売
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類

第
二
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
知
事
は
、
」
の
下
に
「
第

一
項
又
は
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

⚒

販
売
者
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
販
売
所
の
廃
止
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
す
る
場
合
は
、
省
令
第
十
五
条
の
届
出
書
に
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
届
出

書
の
副
本
を
添
え
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚓

販
売
者
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
販
売
所
の
廃
止
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
を
す
る
場
合
は
、
省
令
第
十
五
条
の
届
出
書
に
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
変
更
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
届
出
書
の
副
本
を
添
え
て
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
別
記
第
二
号
様
式
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
七
号

山
口
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
口
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

一
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う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
月
額
十
万
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
生
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学

法
人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学
の
学
生

月
額
十
万
円

二

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
が
設
置

す
る
大
学
の
学
生

月
額
十
八
万
円

附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
山
口
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
規
定
に
基
づ
い

て
貸
付
け
の
決
定
を
し
た
獣
医
学
生
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
九
十
七
号

山
口
県
補
助
金
等
交
付
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
給
付
金
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十

九
年
山
口
県
告
示
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
前
の
同
告
示
二
の
( )二十二
に
規
定
す
る
浜
の
活
力
再
生
交
付
金
は
、
改
正
後
の
同

告
示
二
の
➡
に
規
定
す
る
浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進
交
付
金
と
み
な
す
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一
の
㈠
中
「
第
百
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
百
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

二
中
㈩
及
び
➘
を
削
り
、
➙
を
㈩
と
し
、
➚
か
ら
➡
ま
で
を
➘
か
ら
➟
ま
で
と
し
、
➟
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

➠

林
業
就
業
準
備
給
付
金

➡

浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進
交
付
金

二
中
( )二十一
及
び
( )二十二
を
削
り
、
( )二十三
を
( )二十一
と
し
、
( )二十四
を
削
る
。

山
口
県
告
示
第
九
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

事
務
の
委
託
を
行
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

委
託
に
係
る
事
務
の
範
囲

阿
武
郡
阿
武
町
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
（
居
住
地
が
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
と
き

は
、
同
町
の
区
域
内
に
あ
る
）
被
保
護
者
に
対
し
て
、
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
行
う
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

二

委
託
を
受
け
た
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
者

萩
市
長

三

委
託
開
始
年
月
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

山
口
県
告
示
第
九
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
九
〇
号

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

宇
部
市
神
原
町
一
丁
目
三
四
八
の
五
六
地

先
か
ら

同
市
東
琴
芝
町
一
丁
目
五
九
五
の
七
地
先

ま
で

旧

最
狭

二
五
・
四

最
広

三
五
・
八

四
五
二
・
五

新

最
狭

三
六
・
四

最
広

三
九
・
五

四
五
二
・
五
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

二
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道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

柳
井
周
東
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

岩
国
市
周
東
町
田
尻
字
伊
勢
松
田
六
九
七

の
一
地
先
か
ら

同
市
周
東
町
中
山
字
大
原
一
八
の
八
地
先

ま
で

旧

最
狭

一
〇
・
〇

最
広

三
二
・
〇

六
五
五
・
〇

岩
国
市
周
東
町
田
尻
字
伊
勢
松
田
六
九
七

の
一
地
先
か
ら

同
市
周
東
町
中
山
字
大
原
一
〇
〇
四
六
の

一
地
先
ま
で

最
狭

二
・
〇

最
広

五
・
二

六
〇
九
・
〇
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
の
区
域

岩
国
市
周
東
町
田
尻
字
伊
勢
松
田
六
九
七

の
一
地
先
か
ら

同
市
周
東
町
中
山
字
大
原
一
八
の
八
地
先

ま
で

新

最
狭

一
〇
・
〇

最
広

三
二
・
〇

六
五
五
・
〇

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

光
上
関
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
字
中
鹿
尾
一
一

一
五
の
一
地
先
か
ら

同
郡

同
町

同
大
字
字
先
鹿
尾
一
一
三

九
の
一
地
先
ま
で

旧

最
狭

二
・
〇

最
広

三
五
・
五

三
八
九
・
〇

新

最
狭

一
七
・
五

最
広

七
七
・
〇

三
四
七
・
〇
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

秋
芳
三
隅
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
秋
芳
町
嘉
万
字
立
田
三
一
七
六
の

一
地
先
か
ら

同
市
秋
芳
町
嘉
万

同
字
三
一
八
六
の
一

旧

最
狭

一
二
・
八

最
広

一
六
・
八

六
九
・
二

地
先
ま
で

新

最
狭

一
五
・
〇

最
広

二
〇
・
〇

六
九
・
二
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

琴
芝
際
波
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

宇
部
市
東
琴
芝
二
丁
目
五
四
五
の
二
地
先

旧

最
狭

二
〇
・
〇

最
広

二
一
・
四

一
三
・
四

新

最
狭

二
〇
・
〇

最
広

二
七
・
八

五
・
〇
起
点
の
変
更
及
び

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
百
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

一
般
国
道

四
九
〇
号

宇
部
市
神
原
町
一
丁
目
三
四
八
の
五
六
地
先
か
ら

同
市
東
琴
芝
町
一
丁
目
五
九
五
の
七
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

光
上
関
線

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
字
中
鹿
尾
一
一
一
五
の
一
地
先
か
ら

同
郡

同
町

同
大
字
字
先
鹿
尾
一
一
三
九
の
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
日

二

山 口 県 報 （定期） 第 3048 号平成31年３月29日 金曜日

三

山 口 県 報 （定期） 第 3048 号平成31年３月29日 金曜日



路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

秋
芳
三
隅
線

美
祢
市
秋
芳
町
嘉
万
字
立
田
三
一
七
六
の
一
地
先
か
ら

同
市
秋
芳
町
嘉
万

同
字
三
一
八
六
の
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

琴
芝
際
波
線

宇
部
市
東
琴
芝
二
丁
目
五
四
五
の
二
地
先

平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
日

山
口
県
告
示
第
百
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

道

路

の

部

分

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

解
除
の
期
日

県

道

柳
井
周
東
線
岩
国
市
周
東
町
田
尻
字
伊
勢
松
田
六
九
七
の
一
地
先
か

ら同
市
周
東
町
中
山
字
大
原
一
〇
〇
四
六
の
一
地
先
ま
で

六
〇
九
・
〇
平
成
三
十
一
年
三
月

二
十
九
日

公

告

（
八
三
）
基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）
修
正
測
量
及
び
国
土
広
域
情
報
修
正
測
量
）

二

作
業
の
地
域

山
口
県
全
域

三

作
業
の
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
八
四
）
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了
を

次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

岩
国
市
南
岩
国
町
二
丁
目

二

特
定
開
発
行
為
の
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岩
国
市
牛
野
谷
町
三
丁
目
四
五
番
二
二
号

長
畑
興
業
株
式
会
社

公
安
委
員
会

山
口
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

山
口
県
公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

山
口
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
道
路
交
通
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
十
の
項
岡
田
原
築
港
線
に
関
す
る
部
分
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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桶
川
線

周
南
市
古
川
町
一
三
七
九
の
三
地
先
か
ら
同
町
一
三
七

八
の
七
地
先
ま
で

清
水
二
丁
目
一
号
線

周
南
市
清
水
二
丁
目
一
三
八
二
の
五
地
先
か
ら
同
町
一

三
八
二
の
四
地
先
ま
で

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

四
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平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


